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○決算の概要 ※　比較は前期比

【輸送の概況】

【収支の概況】

南紀・東紀州地域の高規格道路の整備や人口減少の影響などにより特急「南紀」のご利用は減少傾

向が続きました。快速「みえ」は、前期に伊勢市にて開催された菓子博の反動があったものの、年度終盤

にご利用が増加し、ほぼ前期並みとなりました。また、前期に引き続き当期においても台風の影響を大き

く受けました。普通列車は、通勤定期、通学定期とも前期を上回ったほか、定期外利用も堅調に推移し

たことから増加しました。

年間の輸送人員は、定期外旅客：1,305,316人（99.5%）、定期旅客：410,219人（104.7%）、合計：

1,715,535人（100.7%）と、前期から11,294人増加しました。定期旅客の内訳は、通勤：207,000人

（105.6%）、通学：203,219人（103.7%）となり、通勤は初めて20万人を超え、９年連続で前期を上回り、８年

連続で過去最高を更新しました。通学も2年連続で増加となり、5年ぶりに20万人を超えました。

列車種別ごとのご利用状況では、特急列車は高規格道路の整備および人口減少の影響が続き、前期

比5,409人減の186,316人（97.2%）と、４年連続で過去最少を更新しました。快速列車は期末に新元号を

迎えるにあたってのご利用増が見られたものの、前期開催の菓子博の反動と台風の影響などもあり、前

期比2,262人減の976,888人（99.8%）となりました。普通列車は好調に推移し、前期比18,965人増の

552,331人（103.6%）と、２年連続で過去最高を更新しました。

営業収入は、3,167千円増の586,504千円（100.5%）となりました。営業収入の大宗を占める旅客収入

は、収入への寄与が大きい特急の減少により定期外収入がやや前年を下回ったものの、定期収入が通

勤、通学ともに増加し、合わせて916千円増の549,838千円（100.2%）となりました。運輸雑収はやや減少

したものの、鉄道事業収入全体では599千円増の571,016千円（100.1%）となりました。関連事業収入につ

いても、一時的な土地貸付料の増加などにより2,567千円増の15,488千円(119.9%)となりました。

営業費は10,090千円増の588,315千円で、増加は、原油価格上昇による動力費の増（＋3,511千円）、

ＣＴＣ旧装置の除却費の計上などによる業務費の増（＋3,712千円）、修繕費の増（＋8,814千円）など

で、減少は、要員減少による人件費の減（△3,965千円）などです。

その結果、経常損益は約９０万円の赤字（前期は約５７０万円の黒字）、特別収支および法人税等を含

めた当期純損益は約５０万円の赤字（前期は約１，０３０万円の黒字）となりました。
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伊勢鉄道株式会社

（単位:円）

金 額 金 額

291,267,541 105,084,221

176,998,328 0

80,655,767 73,675,618

25,012,016 1,574,400

2,585,000 11,582,500

5,372,563 6,091,227

743,867 2,048,896

0 6,892,390

0 66,376

△100,000 3,152,814

335,380,964 3,376,760

331,379,936 0

土 地 11,875 1,346,760

建 物 106,528,320 2,030,000

構 築 物 812,842,899 108,460,981

機 械 装 置 40,505,069

車 両 運 搬 具 242,506,771

工 具 器 具 備 品 22,769,369 360,000,000

リ ー ス 資 産 3,180,000 158,187,524

その他有形固定資産 568,134 0

建 設 仮 勘 定 0 158,187,524

減 価 償 却 累 計 額 △897,532,501 繰越利益剰余金 158,187,524

493,910 518,187,524

借 地 権 8

ソ フ ト ウ エ ア 0 518,187,524

そ の 他 493,902

3,507,118

投 資 有 価 証 券 2,080,000

長 期 前 払 費 用 1,223,017

出資金/その他投資等 204,101

626,648,505 626,648,505

純 資 産 合 計

投資その他の資産

資 産 合 計 負 債 純 資 産 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

資 本 金

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

その他利益剰余金

無 形 固 定 資 産 株 主 資 本 合 計

前 払 費 用 前 受 金

貸 倒 引 当 金 賞 与 引 当 金

固 定 資 産 固 定 負 債

有 形 固 定 資 産 長 期 借 入 金

リ ー ス 負 債

役員退職慰労金引当金

負 債 合 計

貯 蔵 品 預 り 連 絡 運 賃

前 払 金 預 り 金

仮 払 金 前 受 運 賃

未 収 運 賃 未 払 金

未 収 金 未 払 法 人 税

未 収 法 人 税 未 払 消 費 税

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流 動 資 産 流 動 負 債

現 金 ・ 預 金 1年内償還長期借入金

貸 借 対 照 表
(平成31年 3月31日)

資 産 の 部 負 債 及 び 純 資 産 の 部

科 目 科 目
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伊勢鉄道株式会社

（単位：円）

571,016,241

587,211,444

16,195,203

15,487,782

1,103,275

14,384,507

1,810,696

61,342

1,009,679 1,071,021

0

159,845 159,845

899,520

99,463,162

350,000 99,813,162

99,110,162

0 99,110,162

196,520

303,000

499,520

特 別 損 失

固 定 資 産 圧 縮 損

そ の 他 特 別 損 失

税 引 前当 期純 損失

法人税･住民税及び事業税

当 期 純 損 失

そ の 他 特 別 利 益

関 連 事 業 営 業 利 益

全 事 業 営 業 損 失

営 業 外 収 益

受 取 利 息

そ の 他 営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他 営 業 外 費 用

経 常 損 失

特 別 利 益

補 助 金

関 連 事 業 費

損 益 計 算 書
(平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで）

科 目 金 額

鉄 道 事 業 営 業 利 益

営 業 収 益

営 業 費

鉄 道 事 業 営 業 損 失

関 連 事 業 営 業 利 益

関 連 事 業 収 益
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（単位：円）

その他
利益

剰余金

繰越利益
剰余金

360,000,000 158,687,044 158,687,044 518,687,044 518,687,044

△ 499,520 △ 499,520 △ 499,520 △ 499,520

△ 499,520 △ 499,520 △ 499,520 △ 499,520

360,000,000 158,187,524 158,187,524 518,187,524 518,187,524

利
益
準
備
金

株主資本等変動計算書

(平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで）

当期首残高

株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）

当期変動額

新株の発行

自
己
株
式

利益
剰余金
合計

そ
の
他
資
本
剰
余
金

資
本
剰
余
金
合
計

伊勢鉄道株式会社

株主資本

評
価
・
換
算
差
額
等

純資産合計

資本金
資
本
準
備
金

株主資本
合計

資本剰余金 利益剰余金

当期変動額合計

当期末残高

剰余金の配当

当期純利益

自己株式の処分
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1. この計算書類は、鉄道事業会計規則の運用指針によって作成しています。

2. 重要な会計方針

(1) 資産の評価基準及び評価方法

a 有価証券の評価基準及び評価方法

移動平均法による原価法

b 棚卸資産の評価基準及び評価方法

最終仕入原価法による。但し、軽油のみ、先入先出法。

(2) 固定資産の減価償却の方法

定率法による。但し、平成10年度以降取得の建物は定額法

平成19年度以降取得については、改正後の法人税法に基づく定率法・定額法

無形固定資産 定額法

(3) 引当金の計上基準

貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるために回収不能見込額を計上しています。

賞与引当金 従業員賞与の支払に備えるため、支給見込額に基づき計上しています。

役員退職慰労金引当金 役員の退職金の支払に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しています。

(4) 工事負担金の会計処理

(5) 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。

3. 株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済み株式数は7,200株である。

4. 関連当事者との取引に関する注記 （単位：千円）

科目

-

5. １株当たり情報に関する注記

(1) １株当りの純資産

(2) １株当りの当期純損失

6. その他の注記

記載金額は表示単位未満を切り捨てて表示しております。

注 記 表

有形固定資産

鉄道施設総合安全対策事業など国及び地方公共団体より収受する工事負担金の会計処理については、工事完

成時に取得した固定資産の取得原価から当該工事負担金相当額を直接減額しています。

なお、損益計算書においては、工事負担金等受入額を特別利益に計上するとともに、固定資産の取得原価から

直接減額した額を固定資産圧縮損として特別損失に計上しています。

属性 団体の名称
議決権等の
所有割合

取引の内容 取引金額

主要株主 三重県 40.0% 補助金 66,073

1株当りの純資産額は71,970円48銭である

(平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで）

1株当りの当期純損失額は69円37銭である

期末残高

-
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